
                       

環境報告書２０１６ 
     【平成 27 年度実績】   

            

     
   

    

東京二十三区清掃一部事務組合 

品 川 清 掃 工 場 
Clean Authority of TOKYO  



                       

              
品川清掃工場は、東京 23区内の一般家庭や事業所から発生する一般廃棄物の中間処理を行っていま

す。また、ごみの焼却により発生した熱エネルギーを利用して、発電や周辺地域への熱供給を行って

います。 

当工場では平成 20年度に環境マネジメントシステムの規格認証を取得し、工場が自ら定めた環境方

針を基に、環境負荷の低減や省資源、省エネルギーなどの継続的改善に努めています。環境問題に対

する社会的関心が高まるなか、品川清掃工場は、環境負荷を出来る限り低減し、区民の信頼に応える

安全で安定した工場運営を推進してまいります。 

この環境報告書は、平成 27 年度における環境管理活動の結果をまとめ、法令規制や地域環境をどの

ように守り、ごみ焼却や灰溶融等の事業活動を行ってきたかを多くの方にお知らせするものです。 

本報告書をご覧いただき、当工場の環境管理活動及び事業活動にご理解をいただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

 

東京二十三区清掃一部事務組合品川清掃工場の環境方針 

 

基本理念 

 

 私たちの生活は豊かになり、大量に物が生産、消費され、そして廃棄されています。その結果、天

然資源の枯渇や地球温暖化の進行など地球環境に大きな負荷を与えていることも事実です。そのた

め、地球環境への負荷を低減し、次世代に着実に引き継いでいくことが重要です。 

 このため、住民、事業者、行政が一体となり、ごみの発生抑制、再利用の推進、分別して資源とし

て再生利用するリサイクルを積極的に進めていくことが求められています。 

 その取組みの一端を担う施設として品川清掃工場は、以下の取組みを実施し、「低炭素社会」や「自

然共生社会」に配慮した「循環型社会」を構築し、持続可能な社会の実現に貢献します。 

１ ごみの減量化・資源化を進めても、なお排出されるごみを安全かつ安定的に燃やす中間処理を適

切に実施します。 

２ 品川清掃工場から排出される負荷については、環境基準を守るとともに、環境基準より厳しい自

己規制値を設定し、操業にあたります。 

３ 工場見学の実施、「工場だより」や「環境報告書」の発行などを通じて区民等への情報提供を積

極的に行い、地域との連携を図ります。 

 

基本方針 

 

１ 工場の操業にあたっては、環境関係法令及び「品川清掃工場の操業に関する協定」等を遵守しま

す。 

２ ごみの焼却処理により、ごみの無害化、減容化を図ります。 

３ ごみの焼却による発電、熱供給により、ごみの持つ熱エネルギーを活用するとともに、省資源、

省エネルギー化を進めます。 

４ し尿や浄化槽汚泥については、衛生的かつ効率的な処理をより推進します。 

５ 工場の屋上・壁面緑化の推進や太陽光発電パネルの設置による自然エネルギーの活用などによ

り、環境に配慮していきます。 

６ 環境目的及び環境目標を定め、これを環境マネジメントシステムに基づき継続的に推進するとと

もに、定期的に見直しを実施し、事業活動にかかわる環境負荷の低減と予防に努めます。 

７ 品川清掃工場では、この環境方針を職員及び工場のために働く人に周知徹底するとともに、環境

方針及び環境マネジメントシステムによる取組状況を積極的に区民等へ公表していきます。 

 

                             平成２７年７月１６日 

東京二十三区清掃一部事務組合 

品川清掃工場長 横 山 英 範 
 

 



                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．品川清掃工場（一般廃棄物焼却施設）  しゅん工    平成 18 年 3 月 

 工場規模 焼却炉 全連続燃焼式火格子焼却炉   

   焼却能力 600t／日（300t／日×２基）  

  灰溶融炉 (平成 27年 4 月より休止中)  

   燃料加熱式灰溶融炉（燃料：都市ガス）  

溶融能力 180t／日（90t／日×２基）  

 建築面積 約 13,460ｍ２（工場棟及び管理棟） 敷地面積 約 47,000ｍ２ 

 公害防止設備 排ガス処理設備（ろ過式集じん器、洗煙設備、触媒反応塔） 

  汚水処理設備（凝集沈殿ろ過方式）  脱臭設備（活性炭吸着式） 

 余熱利用設備 発電設備（蒸気タービン、出力約 15,000ｋＷ） 

  熱供給（供給先：東京熱供給株式会社（八潮団地）） 

 煙   突        鉄塔支持型鋼製煙突 高さ約 90ｍ 

      

２．品川清掃作業所（し尿等の下水道投入施設） 

 処理能力      100ｔ／日    敷地面積 約 7,000ｍ２  

 建築面積 約 2,270ｍ２（管理棟、投入棟、貯留棟、薬品棟、ポンプ棟他） 

 主な施設      受入・前処理・貯留設備、古紙添加設備、脱水・貯留設備、希釈放流設備 

 公害防止設備   脱臭設備   

施設のあらまし 

 



                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーキ汚泥       83.16ｔ 

残灰       17,338.64ｔ 

資源化主灰＊     576.37ｔ 
＊ｾﾒﾝﾄ原料として再利用されます。 

 

 

下水放流量      42,376ｍ３ 

品川清掃作業所再利用量 

56,306ｍ３ 

排水の測定結果は「環境負荷につい

ての測定結果」をご覧ください。   

 

 

受電電力量 1,301,700 kWｈ 

ガス使用量   324,514 ｍ３ 

水使用量   124,536 ｍ３ 

＊ 「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく C O２排出量 

 

売却電力量    38,450,740 kWh  

 

  発電設備 
ごみ発電量 

68,739,310kWh 
焼却により発生する熱を

利用して、発電を行います。
場内で使用し、余った電力
を売却しています。 
 

総使用電力量    31,864,462kWｈ 

熱供給量        129,328 GJ 

高温水を熱供給事業者に送り、八潮

団地の空調、各種の熱源に利用され

ています。 

ｴﾈﾙｷﾞｰ起源 CO２排出量＊    1,422ｔ 

非ｴﾈﾙｷﾞｰ起源 CO２排出量＊ 70,175ｔ 

排ガス  

測定結果は「環境負荷についての測

定結果」をご覧ください。 

スラグ＊          634.92ｔ 

スラグ(再利用)＊  1,032.19ｔ 

メタル(再利用)＊   144.37ｔ 

＊灰溶融炉休止後の場内貯留分 

    焼却炉 
焼却量  148,732.36t 
850℃以上の高温でごみ

を焼却します。 

  
  余熱利用設備 
 場内で使用するととも
に、高温水を熱供給事業者
に送っています。 
 

  

    排ガス処理設備 

 焼却により発生する排ガ
ス中の有害物質を除去しま
す。 

 

  

    汚水処理設備 

 発生した汚水を適切に処
理し、下水道に放流及び品
川清掃作業所で再利用して
います。 

 

  

  

主な薬剤使用量 

消石灰       560,110kg 

苛性ソーダ         320,590kg 

塩酸        111,670kg 

アンモニア       261,740kg 

特殊反応剤          152,430kg 

可燃ごみ搬入量 151,887.34ｔ 

 

                              

工場の操業実績（平成 27 年度） 
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 ◆ EMS  

好ましい環境影響の増大と環境負荷の低減を組織的に進めていくために、工場長をトップに、 

環境マネ  

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管 理 係 ： 人事・給与、文書管理、予算・決算・会計、契約、物品管理、事務連絡など 

技 術 係 ： 廃棄物の搬入・灰の搬出、公害防止、見学案内、分析測定、安全管理など 

： 溶融設備の委託管理、溶融スラグ等の有効利用の受付・引渡しなど 

： 品川清掃作業所の委託管理、計量受付等の委託管理 

整 備 係 ： 施設・設備機器の維持管理・補修など 

運 転 係 ： 焼却設備の運転（監視・点検）、昼夜 24 時間 2交替勤務 

環境管理委員会 ： 環境管理責任者・係長・環境主任がメンバーで EMS が適切に実施・維持され、環境 

管理活動が適切に運用されているか審議するため、原則、月に 1回開催 

環 境 主 任 ： EMS に関する係長の補佐、環境管理の実施・維持、係員・委託業者への指導など 

内 部 監 査 員 ： EMS が適切に実施・維持されているかの内部監査を東京二十三区清掃一部事務組合 

職員が実施 

環境への取組 

 

工 場 長 

内 部 監 査 員 

環境管理責任者（副工場長） 

環境主任 環境主任 環境主任 

係 員 

品川清掃作業所 

運転管理委託 

 

灰溶融設備等 

管理委託 

係 員 係 員 係 員 

環境管理委員会 

技 術 係 長 管理係長 整備係長 運転第一～四係長 

 

環境主任 環境主任 



                       

 

 

◆環境管理の上で重要となる項目で、継続的改善が困難であるが現在の水準を維持することが必要な

項目を維持管理目標として管理しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環  境  目  標 実  績   

二酸化炭素排出量を平成 18・19 年度平均実績量に対し 11.25%以上削減する。 達  成 

省エネルギー法に基づくエネルギー消費原単位量を平成 20 年度実績に対し 7％以上削減する。 達  成 

事務用紙の使用量を平成 20 年度実績に対し 16％削減する。 達  成 

故障による炉の立下げを焼却炉年間 1回以内に削減する。 達   成 

維 持 管 理 目 標 実  績 

排ガス中に含まれる窒素酸化物濃度・硫黄酸化物濃度等の 1時間平均値を自己規制値以下に維持

する。 
100%達成 

焼却炉の炉内温度を 850 度～1050 度以下に、減温塔出口温度を 150 度～180 度に維持する。 100%達成 

排水のｐHを 5を超え 9未満になるよう維持する。 100%達成 

排水に含まれるダイオキシン類その他有害物質濃度が下水排除基準を遵守するよう維持する。 100%達成 

排出する雨水のｐHを 5.8 以上、8.6 以下に維持する。 100%達成 

品川清掃工場の臭気指数を敷地境界で 13 以下に維持する。 100%達成 

啓発冊子の発行（工場だより・環境報告書の発行）、工場見学会の充実（見学者へのアンケート

の実施、アンケートを参考にした見学担当者の研修）、品川区のイベント（しながわ ECO フェス

ティバル、消費生活展）への参加。 

100%達成 

品川清掃工場から発生する鉄くず等の有価物を適正に管理し、売却等で有効利用を図る。 100%達成 

品川清掃作業所の希釈水における工場放流水の有効利用の割合を 90％以上に維持する。 100%達成 

品川清掃作業所の臭気指数を敷地境界で 13 以下に、脱臭装置出口で 27 以下に維持する。 100%達成 

品川清掃作業所の排水のｐH を 5.7 以下、8.7 以上にならないよう維持する。 100%達成 

品川清掃作業所の排水中の生物化学的酸素要求量等が下水排除基準を遵守するよう維持する。 100%達成 

緑地及び自動灌水装置を適正に管理し、緑化の良好な維持を図る。 100%達成 

太陽光発電設備を適正に維持管理し、自然エネルギーの有効利用を図る。 100%達成 

清掃工場では、法令による規制基準値を守るだけでなく、より厳しい自己規制値を設定することで、

環境負荷を低減しています。適切な運転管理に努め、常時、自己規制値から逸脱しないよう監視し、

公害防止を徹底しています。また、定期的に排ガス、排水等の測定を行い、規制値の遵守状況を確認

しています。 

 

 環境活動状況（平成 27 年度） 

 

環境負荷についての測定結果（平成 27 年度） 

 

排水の pH、重金属、ダイオキシン類 
pHの平成 27 年度測定結果は 7.1 から 7.9 を推移して

おり、法規制値（5 を超え 9 未満）を遵守しています。

重金属などの項目も全て法規制値を遵守しています。ダ

イオキシン類は右表に示すとおり法規制値を遵守して

います。 

ダイオキシン類の法規制値 10pg-TEQ/L 以下 

排水中の 

ダイオキシン類 

 

 



                       

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排ガス中の塩化水素 

塩素を含むプラスチック等の焼却により発生し、水に

溶けると塩酸になります。ろ過式集じん器での消石灰の

吹き込みと洗煙設備での苛性ソーダ噴霧により塩化水素

を中和し、除去しています。 

法規制値 430ppm 以下  自己規制値  10ppm 以下 

 

法規制値 430ppm 以下  自己規制値  10ppm 以下 

 

排ガス中のばいじん  
ばいじんは焼却時に発生する微小なすすや燃えかすです。 

ろ過式集じん器により除去しています。 

法規制値 0.04ｇ/ｍ３N以下  自己規制値 0.01ｇ/ｍ３N以下 

排ガス中の窒素酸化物 

ごみに含まれる窒素や空気中に含まれる窒素が燃焼に

より酸化されて発生します。光化学スモッグ・酸性雨の一

因で、脱硝設備でアンモニア噴霧により窒素酸化物を分解

し、除去しています。 

法規制値* 83ppm 以下  自己規制値  50ppm 以下 

＊総量規制値 16.6ｍ3N／時を濃度換算したものです。 

 

排ガス中のダイオキシン類  
850℃以上でのごみ燃焼焼却、一酸化炭素濃度、酸素濃

度の常時監視等により発生を抑制しています。発生したダ

イオキシン類はろ過式集じん器により除去しています。 

法規制値 0.1ng-TEQ/㎥ N 以下 

ダイオキシン類 

品川清掃作業所の臭気  
 し尿等投入時や下水道投入工程の臭気を硫酸及び次亜塩素酸ソーダ・苛性ソーダで処理し、その後活性

炭で臭気を吸着させ除去しています。平成 27 年度の測定結果は脱臭装置出口及び敷地境界において、い

ずれも臭気指数 10 未満であり、法規制値を遵守していました。 

法規制値 排出口（脱臭装置出口） 臭気指数 27 以下    敷地境界 臭気指数 13 以下 

ばいじん 

窒素酸化物 

排ガス中の硫黄酸化物 

ごみに含まれる硫黄分が燃焼により酸化されて発生し

ます。酸性雨の一因で、ろ過式集じん器での消石灰の吹

き込みと洗煙設備での苛性ソーダ噴霧により硫黄酸化物

を中和し、除去しています。 

法規制値＊ 61ppm 以下  自己規制値  10ppm 以下 

＊総量規制値 370ｍ3N／日を濃度換算したものです。 

 

塩化水素 

排ガス中の総水銀 

 水銀血圧計や蛍光灯等の水銀を含む製品が可燃ごみに

紛れていると、焼却時に水銀が発生します。洗煙設備で

液体キレートにより除去しています。 

法規制値 なし   自己規制値  0.05mg/m3N 以下 

 

 

総水銀 

硫黄酸化物 



                       

 

 

◆工場見学 

品川清掃工場では、事業内容を理解していただくために工場見学を実施しています。平成 27 年度

の見学者は、総数 2,216 人でした。皆様のご参加を、職員一同、心よりお待ち致しております。 

 
団体での見学 

（10 名以上 100 名まで） 
個人での見学 

（9名以下の少人数のグループ、個人） 

見学 

実施日 

毎週 火・水・木・金曜日 
（全炉停止期間、および祝休日
を除く） 
午前の部：午前 10 時開始 
午後の部：午後 1時 30 分開始 

毎月１回個人見学会を開催しています。 
原則として全炉停止期間を除く毎月第４土曜日 
午前 10 時開始 
直近の開催日程は一組ホームページでご確認下さい。 

受付電話番号 品川清掃工場 技術係  9：00～17：00（日曜日は除く） ℡ 03-3799-5361  

 

◆  

2015 27 5 24  

( 28 2 13 )  

 

 

 

 

   品川清掃工場では、場内の壁面及び屋上の緑化施設を維持し、 

また太陽光発電を行うなど、地球環境との共生に取組んでいます。 

 

 

     

   

 

 

http://www.union.tokyo23- seisou.lg.jp/kojo/shinagawa/index.html 

 

 

  

 

 

 

 

コミュニケーション 

◆東京臨海高速鉄道りんかい線  

品川シーサイド駅より徒歩 12分 

◆都営バス  

「品川駅港南口」 

「大井町駅東口」より 

「品川清掃工場前」下車徒歩 5分 

 

本報告書に関するご意見・お問い合わせは、下記までお願いいたします。 

名   称：品川清掃工場        所 在 地：〒140-0003 東京都品川区八潮一丁目4番1号 

発行責任者：横山 英範（工場長）    発行担当者：筒井 健太郎 

発行年月日：平成 28 年 12 月 

電   話：03-3799-5353        Ｆ Ａ Ｘ：03-3799-5005 

U R L：http://www.union.tokyo23-seisou.lg.jp 

              

 印 刷 物 登 録 

 平成 28 年度第 77 号 
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